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堀
調
査
せ
ら
れ
東
亜
の
考
古
墨
界
に
多
大
の
刺
戟
を
與
へ
る
も
の

が
あ
っ
た
。
本
革
は
此
等
に
先
行
し
て
獲
平
せ
ら
れ
今
ま
そ
の
調

査
報
告
に
接
す
る
も
の
で
あ
る
が
本
革
が
家
族
墓
ε
し
て
構
造
さ

れ
、
其
の
埋
糞
當
時
の
款
態
を
保
存
す
る
こ
ミ
に
於
い
て
就
中
装

身
具
の
歌
況
を
知
る
に
最
も
貴
重
な
る
資
科
を
與
へ
て
る
る
男
子

の
金
冠
、
純
金
耳
飾
（
太
輪
）
頸
飾
（
青
色
）
銀
指
環
、
銀
鋳
帯
金

銅
沓
、
環
刀
太
刀
、
に
噛
し
婦
入
に
は
寳
冠
（
樺
皮
製
銀
前
立
附
）

耳
飾
（
細
輪
）
頸
飾
（
色
彩
に
富
む
単
二
、
切
子
玉
、
塞
玉
等
）
銀

釧
、
腕
玉
、
銀
鋳
帯
、
金
銀
装
刀
子
等
で
あ
っ
て
、
互
に
共
通
す

る
も
の
以
外
に
は
性
別
に
よ
っ
て
加
作
さ
れ
て
る
る
。
而
し
て
本

墳
は
古
新
羅
時
代
の
西
暦
六
世
紀
前
後
の
も
の
ミ
認
め
ら
れ
、
慶

州
に
顯
在
す
る
も
の
ミ
ほ
望
同
心
の
填
築
を
な
す
も
の
で
あ
る
装

身
具
の
副
葬
歌
態
を
明
ら
に
す
る
こ
ざ
に
於
い
て
基
本
的
例
示
を

與
へ
る
も
の
ε
云
へ
る
。
精
細
な
る
圖
版
は
本
文
を
補
充
す
る
に

飴
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。
（
四
六
四
倍
版
本
文
八
六
頁
、
岡
版
四

十
U
葉
）
〔
以
上
島
田
〕

翻
日
本
民
家
史

藤
田
　
元
春
著

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
五
〇
　
（
噌
五
〇
）

　
從
來
專
間
轟
者
の
麟
究
野
阜
ざ
し
た
我
國
の
建
築
史
は
、
宮
殿

穣
閣
に
あ
ら
す
ん
ば
聯
祉
寺
院
乃
至
は
大
名
屋
敷
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ら
の
も
の
は
、
或
は
費
物
の
現
存
す
る
も
の
多
き
に
よ
り
、
或

は
文
献
上
に
於
て
も
霜
當
の
史
料
を
残
し
て
居
る
の
で
、
そ
の
研

究
は
あ
る
程
度
ま
で
は
容
易
で
あ
っ
た
。
之
に
反
し
て
，
吾
人
の

生
活
に
最
も
深
き
閣
係
を
有
す
る
民
家
の
研
究
に
至
っ
て
は
、
民

家
そ
の
嵐
の
・
性
質
上
二
一
二
百
年
以
上
の
存
在
が
稀
で
あ
る
の
み

な
ら
す
、
三
献
の
上
に
史
料
を
求
め
る
事
も
容
易
で
は
な
く
、
礎

っ
て
建
築
史
家
の
覗
界
か
ら
は
疎
外
さ
れ
つ
、
今
日
に
及
ん
だ
も

の
で
あ
る
。
然
る
に
近
時
、
史
界
の
傾
向
に
つ
れ
て
、
農
村
の
研

究
が
霞
要
視
さ
る
・
に
至
り
、
民
家
の
如
き
も
漸
く
墨
者
の
観
野

に
映
じ
縛
る
に
至
っ
た
。

　
著
者
は
人
丈
地
理
專
孜
の
學
者
で
あ
っ
て
、
民
家
の
研
究
に
思

を
潜
め
る
事
十
年
、
殆
ん
，
ご
全
國
に
亘
っ
て
實
地
を
尋
ぬ
る
傍
ら

或
は
古
文
書
に
、
或
は
製
鋼
に
、
或
は
登
掘
品
に
、
民
家
に
關
す

る
資
料
を
渉
猟
し
こ
れ
を
講
外
國
の
そ
れ
、
こ
酎
照
し
て
藪
に
…
巻

の
書
ε
な
し
、
世
に
隅
う
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
第
一
篇
で
は
、
屋
根
の
形
態
並
び
に
葺
方
を
細
説
し
、
第
二
篇



で
は
民
家
の
一
章
を
妻
入
住
宅
ε
李
入
住
宅
ε
は
分
け
て
設
明
し

第
三
篇
で
は
家
作
の
憂
遷
を
古
今
に
亘
り
て
概
早
し
、
更
に
第
四

篇
に
果
て
は
、
宅
地
に
も
言
及
し
て
居
る
。
而
し
て
全
篇
を
通
じ

て
殆
ん
3
侮
頁
に
李
面
圏
や
窟
眞
を
掃
入
し
、
そ
の
藪
二
百
五
十

有
餓
に
及
ん
で
居
る
事
を
以
て
見
て
も
、
著
者
の
苦
心
を
偲
ぶ
べ

き
で
あ
る
が
、
夏
に
随
所
に
見
ゆ
る
そ
の
巻
心
は
、
吾
入
に
何
物

か
を
考
へ
し
め
る
も
の
が
多
く
あ
る
。
例
へ
ば
瓦
の
起
源
を
論
じ

支
那
に
於
て
も
印
度
芯
は
猫
立
に
博
の
如
き
も
の
を
屋
上
に
載
せ

る
事
に
因
由
し
て
登
生
し
た
ら
う
ε
し
た
事
、
竃
を
論
じ
て
そ
の

原
始
的
信
仰
の
今
日
な
ほ
瀧
存
せ
る
事
を
認
め
た
事
、
畏
家
三
間

梁
の
制
限
は
、
輩
に
我
が
國
に
於
て
の
み
の
法
度
で
な
く
、
少
く

言
も
麿
代
の
法
制
に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
ミ
冨
へ
る
事
、
本
邦
宅

地
李
均
面
積
を
明
治
十
六
年
ε
大
正
十
三
年
ε
を
比
較
し
て
地
圖

上
に
現
は
し
以
て
地
方
丈
化
の
進
展
、
並
び
に
そ
の
漣
度
を
暗
示

し
た
事
等
杯
一
々
暴
ぐ
る
に
逞
が
な
い
。
只
本
書
を
通
讃
し
て
吾

人
の
穂
淋
し
く
壁
ゆ
る
事
は
、
屋
根
・
間
取
等
に
就
い
て
の
日
々

の
説
明
の
外
に
、
そ
れ
ら
の
特
異
性
が
地
方
的
に
印
附
け
ら
れ
て

な
い
こ
ミ
、
ま
た
そ
の
地
方
的
特
異
性
ミ
其
地
方
の
天
然
現
象
乃
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至
人
文
的
環
境
ε
の
關
係
如
何
等
の
鮎
を
、
農
民
の
鮭
會
的
地
位

に
よ
れ
る
民
家
の
差
異
を
説
い
た
程
度
に
、
或
は
そ
れ
以
上
に
、

少
く
ミ
も
一
節
を
設
け
て
要
約
し
で
な
い
こ
ミ
で
あ
る
。
し
か
し

あ
の
多
撒
の
揮
入
興
や
藝
術
的
な
口
立
直
眞
や
，
著
者
近
年
の
辛

苦
を
熟
知
す
る
私
は
、
そ
れ
を
望
む
方
が
却
て
無
理
か
も
知
れ
な

い
電
思
ふ
。
（
只
事
六
〇
三
頁
、
贋
八
・
八
○
、
刀
江
書
院
嚢
行
）
〔
中

村
〕
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